
令和5年（2023年）5月15日 第204号  （8）

○賛成●反対△退席

※�会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、大志（ざま
大志会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

3 月 定 例 会 の 審 議 結 果

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公
明

共
産

自
民
い

大
志

無
会

２ 令和４年度座間市一般会計補正予算（第１４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

３ 令和４年度座間市一般会計補正予算（第１５号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

４ 令和４年度座間市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

５ 令和４年度座間市介護保険事業特別会計補正予算
（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

６ 令和４年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会
計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７ 令和４年度座間市公共下水道事業会計補正予算
（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

８ 令和５年度座間市一般会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

９ 令和５年度座間市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3
●1

１０ 令和５年度座間市介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3
●1

１１ 令和５年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会
計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3

●1
１２ 令和５年度座間市水道事業会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

１３ 令和５年度座間市公共下水道事業会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3
●1

１４ 座間市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１５ 座間市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１６ 座間市基金条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１７ 座間市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

１８ 座間市市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯3
●1

１９ 座間市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

２０ 座間市青少年相談室設置条例を廃止する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２１ 座間市立児童発達支援センターの指定管理者の指
定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２２ 財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯3
●1

２３ 座間市死者情報の開示等に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２4 令和４年度座間市一般会計補正予算（第１６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

２5 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公
明

共
産

自
民
い

大
志

無
会

議提
1 座間市議会の個人情報保護に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
2 基地政策特別委員会の設置について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
3 座間市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
4

座間市議会政務活動費の交付に関する条例の一
部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
5

新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常
を守る取組の強化を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
6

アスベスト被害を抑える対策の強化を求める意
見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
7

地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の
促進を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯1

●3
議提
8

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める
意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯2

●2
議提
9 防衛費倍増を改めるよう求める意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ◯3

●1

議提
10

教員の多忙解消のために教員１人当たりの授業数を減
らし、抜本的な定数増を求める意見書の提出について 否決 ● ○ ● ●

◯1
●2
△1

議提
11

保育士配置基準の引上げによる保育士増員を求
める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
46

日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子
供たちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ○

陳情
47

国民軽視の安全保障関連３文書の閣議決定に抗議し、
安全保障政策の変更について国民的議論を求める意見
書の提出を求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ◯3
●1

陳情
48

保育士配置基準の引上げによる保育士増員を求
める意見書の提出を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
49

スカイアリーナ座間の使用者に対して駐車場を
無料にすることを求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ◯2

●2

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 　加 藤 　 学　　伊 藤 多 華　　上 沢 本 尚　　安 田 早 苗
日本共産党座間市議団 　星野久美子　　守 谷 浩 一

自民党・いさま
　内 藤 幸 男　　清 水 　 剛　　髙 波 貴 志　　熊 切 和 人
※荻 原 健 司　　竹 田 陽 介　　京 免 康 彦　　吉 田 義 人

ざま大志会 　松 橋 淳 郎　　美 濃 口 集　　川 﨑 高 一　　沖 本 浩 二
会派に属さない議員 　須 﨑 友 康　　長 瀨 未 紗　　安海のぞみ　　沖 永 明 久

※議長のため、表決には加わりません。

▽
議
案
第
８
号　

令
和
５
年
度
座

間
市
一
般
会
計
予
算

　

市
長
室
所
管
事
項
、
地
域
防
災

計
画
等
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

「
地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
進
め

る
に
当
た
り
、
途
中
段
階
で
議
会

へ
の
情
報
提
供
は
ど
う
す
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
「
地
域
防

災
計
画
を
議
論
す
る
防
災
会
議
の

日
程
に
つ
い
て
、
議
会
へ
情
報
提

供
を
検
討
し
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
所
管
事
項
、
市
庁
舎
等

管
理
運
営
費
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま

で
の
市
庁
舎
維
持
管
理
事
業
費
と

市
庁
舎
等
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
費
を
統

合
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
合

計
額
よ
り
も
約
１
億
円
増
え
て
い

る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
電
気
代

は
電
気
の
小
売
事
業
者
が
撤
退
し

て
新
た
な
契
約
を
結
ぶ
ま
で
最
終

保
障
供
給
と
い
う
制
度
が
あ
っ
た

が
、
今
後
、
庁
舎
の
電
気
事
業
者

は
ど
う
な
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
「
理
由
に
つ
い
て
は
、
光
熱

水
費
と
警
備
委
託
料
の
増
額
で
す
。

電
気
事
業
者
は
、
４
月
か
ら
一
般

家
庭
と
同
じ
電
気
事
業
者
と
な
り

ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

健
康
部
所
管
事
項
、
小
児
医
療

費
助
成
事
業
費
に
つ
い
て
「
令
和

４
年
度
で
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

所
得
制
限
撤
廃
の
シ
ス
テ
ム
改
修

費
用
は
計
上
し
て
い
た
が
、
18
歳

ま
で
と
な
る
場
合
の
シ
ス
テ
ム
改

修
費
用
は
、
令
和
５
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い

年
度
に
第
二
清
掃
処
理
場
の
解
体

工
事
等
も
あ
る
た
め
、
全
体
的
な

事
業
費
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
令

和
４
年
度
未
執
行
の
予
算
が
繰
り

越
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
的

に
減
額
に
な
り
ま
し
た
。
搬
入
量

も
本
市
は
減
っ
て
い
る
た
め
、
負

担
割
合
、
搬
入
量
割
と
い
う
点
で

も
減
っ
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
３
号
、
第
４
号
、
第
５

号
、
第
６
号
、
第
７
号
以
上
５
件

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
９
号
、
第
10
号
、
第
11

号
、
第
12
号
、
第
13
号
以
上
５
件

は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
14
号
、
第
15
号
、
第
16

号
、
第
23
号
以
上
４
件
は
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

▽
陳
情
第
46
号
、
第
47
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

▽
議
案
第
17
号
、
第
20
号
、
第
21

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
48
号
は
、
全
員
賛
成
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
49
号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
18
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
19
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
一
部
委
員
退
席
）。

の
か
。
そ
の
上
で
、
シ
ス
テ
ム
改

修
は
10
月
ま
で
に
間
に
合
う
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
「
令
和
５

年
度
予
算
に
18
歳
ま
で
の
シ
ス
テ

ム
改
修
費
用
は
計
上
し
て
お
り
、

10
月
の
開
始
ま
で
に
は
間
に
合
い

ま
す
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
未
来
部
所
管
事
項
、
地

域
少
子
化
対
策
推
進
事
業
費
に
つ

い
て
「
本
市
は
基
本
的
な
少
子
化

対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
注
力
し
た
い
の
か
」
と
の
質
疑

に
対
し
「
子
ど
も
未
来
部
の
中
で

も
様
々
な
話
を
し
て
、
分
野
横
断

的
な
事
業
も
検
討
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
少
子
化
対
策
で
は
選
択

と
集
中
の
観
点
か
ら
、
出
生
前
よ

り
も
、
出
生
後
の
子
育
て
を
応
援

し
て
い
く
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

ま
す
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
部
所
管
、
総
務
手
数
料
に

つ
い
て
「
住
民
票
手
数
料
と
印
鑑

証
明
手
数
料
は
減
額
で
、
戸
籍
手

数
料
と
諸
証
明
手
数
料
は
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
増
減
を
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
予
算
計
上
し
た
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
「
こ
れ
ら

全
て
は
令
和
３
年
度
の
決
算
値
で

あ
り
、
一
番
直
近
で
確
定
し
て
い

る
数
字
を
令
和
５
年
度
予
算
と
し

て
計
上
し
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
経
済
部
所
管
、
清
掃
総
務

費
に
つ
い
て
「
高
座
清
掃
施
設
組

合
運
営
事
業
費
は
３
千
万
円
弱
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

搬
入
量
が
減
少
し
た
か
ら
と
捉
え

て
よ
い
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し

「
高
座
清
掃
施
設
組
合
運
営
事
業

費
の
減
額
分
に
つ
い
て
、
令
和
５

き
動
の
会
員
委

き
動
の
会
員
委

３

。
た
し
ま
し
を
査
審
の
件
案
託
付
で
会
員
委
任
常
各
会
例
定
月

。
す
で
り
お
と
の
次
、
は
果
結
査
審
の
会
員
委
任
常
の
れ
ぞ
れ
そ

境
環
市
都

　

育
教
生
民

　

務
総
画
企

　

算
決
算
予


